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災害の軽減に貢献するための
地震火山観測研究計画

平成３０年度成果

大学



避難訓練 参加者

ICT クラウド

防災教育システム

GIS

訓練に参加することで、自らが地理空間情報を生み出す

IOT（Internet Of Things）を活用し情報収集

システムを通して、
自らの行動を俯瞰
し、客観的に評価

地理空間情報の高度利用

収集されたデータ
オープンデータ

可視化
オーバーレイ

収集された情報の共有 ビックデータ/AI

Society 5.0

地理空間情報を活用した
避難訓練システムの構築

課題番号：1006



釧路市における疑似避難訓練（津波）のGPSログ

システム作成者：塩崎大輔（北海道大学・院） 課題番号：1006



陸前高田（旧高田町・気仙町付近）

石巻（旧石巻市・蛇田村・稲井村付近）

1896年と1933年の三陸沖地震，1960年のチリ地震の後，巨大な津波に襲われなかった
1960年代後半以降の時期に海岸部の都市的土地利用が進んだ ➡ 暴露性の増大

海岸付近の過去100年の土地利用変化
課題番号：1704



研究分野横断型のリスク評価手法の構築

高知県の被害推定とそのばらつきの分布

課題番号：2975



震源過程解析の即時推定手法の開発

GNSS搬送波位相データから断層滑りを直接推定する手法
(PTS）により推定された2016年熊本地震本震のすべり分布

変位の時系列を経由しないで断層すべりを推定

課題番号：1209



正の位相/負の位相の地震数：3.3 倍

プレート境界の滑り速度変化と地震発生との比較

滑り速度の増加（固着の弛み） ⇔地震（M > ∼5.0）発生率の増加

正負正

Uchida et al. (2016)

課題番号：1510
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